
①教職課程コアカリキュラム対応表（一覧） 大学名 三重大学

学部・学科等名 生物資源学部・生物資源学科

＜各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）　中学校＞

ページ 各科目に含めることが必要な事項 対応授業科目（１） 対応授業科目（２） 対応授業科目（３）

各教科の指導法（教科名）

各教科の指導法（教科名）

＜各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）　高等学校＞

ページ 各科目に含めることが必要な事項 対応授業科目（１） 対応授業科目（２） 対応授業科目（３）

各教科の指導法（理科） 理科教育法Ⅰ

理科教育法Ⅱ

各教科の指導法（農業） 農業科教育法Ⅰ

農業科教育法Ⅱ

各教科の指導法（水産） 水産科教育法Ⅰ

水産科教育法Ⅱ

※ 中学校・高等学校「外国語（英語）」に係る事項は「外国語（英語）コアカリキュラム対応表」に記載すること。（本表には記載不要。）

＜教育の基礎的理解に関する科目等＞

ページ 各科目に含めることが必要な事項 対応授業科目（１） 対応授業科目（２） 対応授業科目（３）

5 教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想 教育学

6
教職の意義及び教員の役割・職務内容（チーム学校運営
への対応を含む。）

教職入門A 教職入門B

7
教育に関する社会的、制度的又は経営的事項（学校と地
域との連携及び学校安全への対応を含む。） 教育行政学 教育社会学

8 幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程 教育心理学 発達心理学

9
特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に対する理
解

特別支援教育入門

10
教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・マネジメ
ントを含む。）

教育課程論

道徳の理論及び指導法

11 総合的な学習（探究）の時間の指導法
総合的な学習の時間の
指導法

12 特別活動の指導法 特別活動論

13 教育の方法及び技術
教育技術論A(ICT活用を含
む)

教育技術論B(ICT活用を含
む)

14 生徒指導の理論及び方法 生徒指導・進路指導論

15
教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を含
む。）の理論及び方法

教育相談

16 進路指導及びキャリア教育の理論及び方法 生徒指導・進路指導論

17 情報通信技術を活用した教育の理論及び方法
教育技術論A(ICT活用を含
む)

教育技術論B(ICT活用を含
む)

18 教育実習 教育実習（高等学校）

教職課程コアカリキュラム対応表（一覧）

【中学校・高等学校】
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②教職課程コアカリキュラム対応表

項⽬

全体⽬標：
到達⽬標
／授業回１）２）３）４）５）１）２）３）４）５）

第１回 ○
（１）当該教科の⽬標及び内容 第２回 ○
⼀般⽬標： 学習指導要領に⽰された当該教科の⽬標や内容を理解する。 第３回 ○

第４回 ○
到達⽬標：１） 第５回 ○

２） 第６回 ○ ○
３） 第７回 ○
４） 第８回 ○
５）発展的な学習内容について探究し、学習指導への位置付けを考察することができる。 第９回 ○

※中学校教諭及び⾼等学校教諭 第１０回 ○ ○
第１１回 ○

（２）当該教科の指導⽅法と授業設計 第１２回 ○
⼀般⽬標： 基礎的な学習指導理論を理解し、具体的な授業場⾯を想定した授業設計を⾏う⽅法を⾝に付ける。 第１３回 ○

第１４回 ○ ○
到達⽬標：１） (p290-291) 第１５回 ○ ○

２） 第１回 ○
３） 第２回 ○
４） 第３回 ○ ○
５）当該教科における実践研究の動向を知り、授業設計の向上に取り組むことができる。 第４回 ○

※中学校教諭及び⾼等学校教諭 第５回 ○
第６回 ○
第７回 ○
第８回 ○
第９回 ○ ○ ○
第１０回 ○
第１１回 ○ ○
第１２回 ○ ○ ○ ○
第１３回 ○ ○ ○ ○
第１４回 ○ ○ ○ ○

(p292-293) 第１５回 ○ ○
各到達⽬標を扱う授業回に○を付すこと。

授
業
科
⽬
名
及
び
授
業
回
︵
シ
ラ
バ
ス
の
ペ
ổ
ジ
番
号
︶

⽔
産
科
教
育
法
Ⅰ

学習指導要領における当該教科の⽬標及び主な内容並びに全体構造を理解している。
個別の学習内容について指導上の留意点を理解している。

各教科の指導法（情報通信技術の活⽤を含む。）
各教科の指導法（情報
通信技術の活⽤を含

む。）

（１） （２）
当該教科における教育⽬標、育成を⽬指す資質・能⼒を理解し、学習指導要領に⽰された当該教科の学習内
容について背景となる学問領域と関連させて理解を深めるとともに、様々な学習指導理論を踏まえて具体的
な授業場⾯を想定した授業設計を⾏う⽅法を⾝に付ける。

当該教科の学習評価の考え⽅を理解している。
当該教科と背景となる学問領域との関係を理解し、教材研究に活⽤することができる。

⼦供の認識・思考、学⼒等の実態を視野に⼊れた授業設計の重要性を理解している。
当該教科の特性に応じた情報通信技術の効果的な活⽤法を理解し、授業設計に活⽤することができる。

⽔
産
科
教
育
法
Ⅱ

学習指導案の構成を理解し、具体的な授業を想定した授業設計と学習指導案を作成することができる。
模擬授業の実施とその振り返りを通して、授業改善の視点を⾝に付けている。
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②教職課程コアカリキュラム対応表

項目

全体目標：
到達目標
／授業回

１）２）３）１）２）３）１）２）

1 ○ ○
（１）教育課程の意義 2 ○ ○ ○
一般目標： 学校教育において教育課程が有する役割・機能・意義を理解する。 3 ○ ○ ○

4 ○ ○
到達目標：１） 5 ○ ○ ○

２） 6 ○ ○ ○
３） 7 ○ ○

8 ○ ○
（２）教育課程の編成の方法 9 ○ ○
一般目標： 教育課程編成の基本原理及び学校の教育実践に即した教育課程編成の方法を理解する。 10 ○ ○

11 ○ ○
到達目標：１） 12 ○ ○

２） 13 ○ ○
３） 14 ○ ○

(p321-322) 15 ○
各到達目標を扱う授業回に○を付すこと。

（３）カリキュラム・マネジメント
一般目標：

到達目標：１）
２）

教科・領域・学年をまたいでカリキュラムを把握し、学校教育課程全体をマネジメントすることの意義を理
解する。
学習指導要領に規定するカリキュラム・マネジメントの意義や重要性を理解している。
カリキュラム評価の基礎的な考え方を理解している。

教
育
課
程
論

学習指導要領・幼稚園教育要領の性格及び位置付け並びに教育課程編成の目的を理解している。
学習指導要領・幼稚園教育要領の改訂の変遷及び主な改訂内容並びにその社会的背景を理解している。
教育課程が社会において果たしている役割や機能を理解している。

教育課程編成の基本原理を理解している。
教科・領域を横断して教育内容を選択・配列する方法を例示することができる。
単元・学期・学年をまたいだ長期的な視野から、また幼児、児童及び生徒や学校・地域の実態を踏まえて教
育課程や指導計画を検討することの重要性を理解している。

授
業
科
目
名
及
び
授
業
回
（
シ

ラ
バ
ス
の
ペ
ー
ジ
番
号
）

教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・マネジメントを含む。） 教育課程の意義及び編
成の方法（カリキュラ
ム・マネジメントを含

む。）

（１） （２） （３）

学習指導要領を基準として各学校において編成される教育課程について、その意義や編成の方法を理解する
とともに、各学校の実情に合わせてカリキュラム・マネジメントを行うことの意義を理解する。
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